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CSでの導入
現在のCSの営業内容は多種多様であ

り、スーパーマーケットやデパート、

家電量販店や飲食店、薬局などと取り

扱い品目により経営方式が異なり、ま

た物流、人事、資金などが集約してい

るため、店舗でのセキュリティは大き

な課題となっている。さらに、管理や

店頭の陳列、展示や宣伝などの統一化

や標準化は店長の頭痛のタネとなって

いる。これらの問題を解決するには、

IPカメラを採用したシステムを応用す

ることで重要な解決策を見出せる。

遠隔管理、費用削減

CSには分散性があり、市街地や郊

外、時には海外でも展開しており、管

理上不便な点がある。ひとりで各店舗

の状況を的確に把握することは非常に

困難である。例えば、責任者が各店舗

を定期的に訪問することは、時間や費

用の面から大きな負担となるが、IPカ

メラの利用でこれらの問題を解決する

ことができる。管理者は登録したホー

ムページを開きIDやパスワードを入力

すれば、訪問することなく各店舗の現

況やスタッフの状態、商品の陳列状態

また客足などを瞬時に確認することが

できる。さらに、IPカメラの遠隔音声

機能を利用して会話することも可能

で、映像閲覧だけの片側方向でなく相

互通信が可能となる。これにより管理

者の利便性は高まり、CSの管理効率は

大きく改善する。

標準化された店舗と展示陳列方式

CSの営業では、陳列や案内図、配送

やサービスなど統一された店舗運営と

なっていて、IPカメラを利用すること

で、店主や管理者が必要なときに各店

舗の状況を明確に確認することができ

る。さらに、各店舗間の相互学習や交

流機会を持つことも可能となる。近年

の経済発展に伴い商品の同一化により

競争が激化しているが、これはCSでも

例外ではない。この激しい競争の中で

商機を見い出し、サービスで差別化す

ることが重要となっている。そこで、

多くの企業は商品およびサービスの透

明化を図り、IPカメラ経由で店舗内の

商品位置を確認するだけでなく、顧客

にカメラのIDやパスワードを公開して

店舗内の様子を自宅から確認できるよ

うにすることで、顧客の支持を集める

こともできる。このようなIPカメラを

利用した消費者との交流で、店舗内の

様子を消費者に公開することが、店舗

または企業にとって有効な宣伝とな

る。

監視管理が軽減

CSは分散して立地していて大半が中

小規模の店舗のため、すべてを集中管

理することは容易ではない。しかし、

IPカメラの登場でCSにとって大きな問

題が容易に解決できた。遠隔監視や各

種録画設定や警報などの機能により、

CS展開する企業に大きな利点をもたら

した。店舗は防犯設備の設置が不要と

なり、IPカメラを設置するだけでどこ

にいてもどの店舗でも確認することが

できるようになり、仮に異常事態が発

生しても、高度分析機能によりIPカメ

ラ経由で警報を伝送して自動でその状

況を録画するようになった。これによ

IPカメラに対する要求が多くなっている中、広範な産業において多く利用され始め、IP監視システムで
重要な位置を占めるようになってきた。本稿ではチェーンストア(CS)、小学校や幼稚園、道路監視な
どでの応用およびIPカメラの採用方法について紹介し、IPカメラの機能および技術について追跡してみ
る。
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り、店舗責任者や経営者は事後の把握

が可能となり、他のシステムでは得る

ことができない価値を獲得できる。

小学校、幼稚園の可視化
セキュリティに対する概念が広ま

り、多くのシステムが独自のシステム

を紹介するようになってきた。学校は

教育の場という非常に重要な場所であ

るため、学校と家庭とを結ぶ交流や理

解の向上が求められている。保護者が

学校での子供たちの様子を把握するこ

とができ、そして学校と保護者が協力

して子供たちの教育に役立てることが

できるという可視化サービスが求めら

れている。そこで、IPカメラと携帯電

話の活用で、保護者は常に子供たちの

学習状況や多くの校内活動を見ること

ができ、家庭と学校の協力そして子供

たちの安全に寄与することができる。

道路監視
伝統的なアナログ監視カメラは非常

に成熟しており、高速道路では非常に

多く用いられている。しかし、高速道

路の拡張が続き、高速道路でのカメラ

映像による現場監視のネットワークへ

の要求が高まってきている。管理セン

ターに情報が送るだけでなく、地区セ

ンターにも映像情報を送ることが必要

となっている。映像技術も向上し帯域

幅も拡大し各部門の要求も増加して、

遠隔地で常に高速道路の状況を把握す

ることが求められていることから、監

視システムのIP化は必然となり、ネッ

トワークへの接続を要求している。基

本的なネットワークは整備されている

ので、政府は映像を保存しておく記録

装置だけを設置することで、管轄機関

の責任者が事務所内でいつでも現状を

明瞭に把握できる。
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